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第１章 研究の背景と目的 

第１章では、本研究の背景や問題意識、研究目的について述べる。 

近年日本の教育現場に多様な言語背景や文化背景をもった、外国人児童が急増している。こ

のような子ども達が、それまで使用していた言語とは異なる言語社会への転入を余儀なくされ、

二つ以上の言語・文化の狭間で成長することになり、問題を抱えるケースが多い。このような

子どもにとって、母語・継承語の保持も含めた言語の発達は、情緒の安定や民族的アイデンテ

ィティ形成のためだけでなく、子どもの考える力や生きる力の育成においても重要であるにも

かかわらず、これまでの研究の多くは、それに焦点を当てたものではない。また、このような

子どもがどのように発達して成人したかを調査し、当事者の声を伝えた研究は少ない。そこで、

本研究は、従来の研究では行われてこなかった元中国人留学生を親に持つ二言語環境に育った

20 代の在日中国人の成長を彼らの言語の発達とアイデンティティの形成に焦点を当てて、本人

たちへのインタビューから明らかにすることを試みる。 

 

第２章 先行研究と主要概念の定義  

第２章では、これまでの先行研究の中で、本研究と直接関係するものとして、過放(1999)、

李・佐野(2010)、鈴木(2006)などをとりあげ、本研究の位置づけと主要概念であるアイデンテ

ィティの定義を説明する。すなわち、本研究では「アイデンティティ」とは、自分は何者なの

かという人間の根源的な問いかけの答えをさまざまな局面、人間関係を通して模索していくも

のであり、簡単に言葉で表現できない無意識の領域下も含めて自分自身をどう捉えるかという

感覚と定義する。 

 

第３章 調査の概要 

第３章では、調査対象や調査の期日・場所・調査内容・調査方法・インタビューの流れなど、

調査の概要を説明する。調査方法として、半構造化インタビュー形式をとり、調査対象者の属

性や来日の経緯・経歴、言語の学習経歴、言語の使用状況、言語の自己評価、継承意識と母語

保持努力、日本での生活環境、帰属意識など、大まかに質問事項を決めておき、事例をてらし

合わせ、分析を行う。 

 

第４章 調査結果 

６つの事例の一部を言語面、生活面、意識面という３つの側面に注目して分析と考察を行っ

た。ケース１は、母語喪失がかなり進行しており、日本語を母国話者並みに使いこなせ、溶け

込んでいても、日本人になりえないと自己規定している。中国人としてのアイデンティティを

持ち、日本での精神的なプレッシャーを肯定的に捉えている。ケース２は、母語喪失が読み書

きを中心に進行している。思ったことをストレートに言うタイプのため、人とぶつかることが

多く、なかなか周りの人とうまく人間関係を築けず、来日 15 年になるが、いまだに日本の学

校生活に馴染んでいない。愛国心が低く、民族意識も薄い。ケース３は、母語喪失が全体的に

進行している。学校生活に関しては小学校から大学までそれなりに努力して特に問題がなかっ

たが、対人関係においては特に中学校の頃激しいいじめに遭った経験があるため、いまだに心

の傷として残っているようである。帰属意識に関しては一応中国人としてのアイデンティティ

を持っている。 

 

第５章 調査結果の考察 

言語使用、言語意識、家庭環境、母語保持のための努力と各事例の言語能力との関連を検討

した結果、幼少時の親の言語意識と言語使用が子どもの母語保持の決め手であることが示され

ている。また、子どもの言語育成問題を考える場合、家庭環境、親の母語保持に関する意識、

家庭内の言語使用も大事だが、それより本人の母語保持意識はより重要である。母語保持・育

成に対して強い意志を持って努力してはじめて母語の保持・伸長につながり、そうでない場合

は特に社会で主に使われている言語とは異なる言語を母語とする場合はなかなか難しい。各ケ

ースのアイデンティティのあり様をインタビューでの彼らの語りに基づいて考察した結果、４
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タイプに分けられた。それは「中国人アイデンティティ」、「６対４で日本人と中国人→上海人」、

「日本人でも中国人でもない→中国人」、「日本人アイデンティティ」の４タイプである。また、

調査協力者６人の語りからアイデンティティの形成に影響を与える要素を整理した結果、他者

からの位置づけ、被差別体験、家庭からの影響の３点が浮かび上がった。さらに、６事例に対

するアイデンティティに関する関連質問への回答を分析することにより、彼らのアイデンティ

ティの全体像を浮き彫りにした。 

 

第６章 まとめ 

６ケースの言語能力について自己評価では、一部の人と個別な言語能力を除いて大半の人は

母語喪失がかなり進行し、日本語能力は６段階中最も能力の高い C2 レベルにあり、高い日本

語能力を持っているとされた。また、親と本人の母語保持意識が重要であることが分かった。 

本人たちの語りを通して彼らのアイデンティティを考察した結果、日本で教育を受けても、

ほとんどの人は中国人としてのアイデンティティを持っていることが分かった。だが、それは

揺れ動く、重層的で個別的なアイデンティティ形成であった。さらに、エスニック・アイデン

ティティの形成において他者との関わりによる影響が最も重要な要因であることが明らかに

なった。 

以上のことを鑑みて、以下を提案した。 

１、移動する子どもの母語・母文化を尊重し・肯定する学校文化を構築し、学校での子どもの

居場所作りなどのような具体的な支援を教育機関が主体となって行う。 

２、家庭内で母語保持努力をしてほしい。 

３、地域社会や学校レベルで母語・母文化を勉強する機会を提供してほしい。 

４、母語教育活動に対して何らかの財政的援助をしてほしい。 
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